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al., eds., A History of the Ecumenical Movement, Volume 3, 1968-2000, WCC Publications, 
2004, p. 253.「按手」の理解は諸教会間で異なる。本稿では便宜的に「按手」と訳し、必要
に応じて「叙階」と言い換える。
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実から目を背けたいがために、この議論を避けてきた人々もいることだろう。
　しかしながら、「女性の按手」をめぐる議論の歴史的経緯の整理と、3つの主
要文書の分析を経て言えることの一つは、インクルーシブコミュニティという
WCCのヴィジョンに少しでも共鳴するところのある教会にとって、多くの人々
の想像よりもずっと深いレベルで教会に染みついている排除の問題と、「按手か
らの女性の排除」というその典型例の検討を避けて通ることはできないという
ことだ。そしてもう一つは、「女性の按手」をめぐるエキュメニカルな議論には、
幅広い角度から自らの教会のあり方を深く省みさせ、どのような刷新へと招か
れているのかを真剣に問い直させる力がまだ十分に残されているのではないか
ということである。
　少なからぬ教会指導者たちが「女性の按手」に苛立ちや恐れを抱き、これを
問題視してきたのに対し、1963年のジュネーブ会議では、按手からの女性の排
除こそが問題であると批判的に考えられていた。1979年のクリンゲンタール会
議では、「女性の按手」は「教会の一致」を脅かすとの古くからの主張に対して、
女性の完全な人間性を軽視した「教会の一致」はありえないという長年の反論を、
なおも繰り返す必要があった。ここで疑問となるのは、「教会の一致」と言われ
るところに生かされている人間とはいったい何者なのだろうかということである。
この問いにもっともよく答えているのは、教会による（女性を含む）様々な人々
の人間性の剥奪を告発し、人類全体への教会の拡張と「すべての人々への按手」
の可能性というインクルーシブなヴィジョンを示した1970年のカルティニー会
議であろう。そして、特に見落としてはならないのは、この時、既に「女性の
按手」に賛成する人々ではなく、反対する人々こそがその根拠の立証責任を負
うようになっていた点である。「女性の按手」をめぐるエキュメニカルな議論の
方向性に、今から半世紀前、このような重大な転換が起こっていたという事実
はいくら強調しても足りない。
　そこで、今日必要であると考えられるのは、インクルーシブなヴィジョンを
思い描いてきた過去の議論を引き継ぎつつ、「女性の按手」における「女性」が
異性愛者のシスジェンダー女性に限定されてはならない点をはじめとして、過
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去においては必ずしも十分な注意を払われずにきた論点を、諦めることなく明
確に問い直していくことである59。あらゆるジェンダー／セクシュアリティを生
きる人々が完全な人間性を認められ、洗礼を受け、聖餐にあずかり、按手を受
けられる真にインクルーシブな教会を思い描き、刷新のために働いていくことは、
エキュメニカルな議論の逆行が謀られない限り、もはやいかなる伝統、権威によっ
ても妨げられないのではないだろうか。今後の研究では、WCCにおけるセクシュ
アリティ（特に同性愛）をめぐる議論について論究していきたい。
59 「女性の按手」について論究する今日的意義は、プロテスタント主流派の立場から今なお「女
性の按手」に反対する人々の「不寛容」を非難し、彼ら彼女らに対して別なる（「エキュメニカ
ルな」）不寛容をもって対抗することにあるのではない。
